





平成 29 年に告示された小学校学習指導要領解説体育編の運動領域では、「運動の楽しさや喜び を味わ
うための基礎的・基本的な『知識・技能』、『思考力・判断力・表現力等』、『学び に向かう力・人間性等』
の育成を重視する観点から、内容等の改善を図る 1）」としている。また、「全ての児童が 、楽しく、安心




するとともに、健康や体力の状況に応じ て体力を高める必要性を認識で きるようにする 2）」としている。
また、「 『体つくり運動』以外の運動に関する領域においても、学習した結果としてより一層の体力の
向上を図ることが で きるようにする 2）」としている。
小学校学習指導要領におけるボ ール運動系は、低・中学年を「ゲ ーム」、高学年を「ボ ール運動」で 
構成している 3）。中学年の「ゲ ーム」と高学年の「ボ ール運動」は、さらに「ゴ ール型」、「ネット型」
及び 「ベ ースボ ール型」の三つの型で 内容を構成している3）。高学年のボ ール運動「ゴ ール型」においては、
サッカー及びバスケットボールの内容を取扱うとされている 4）。
高学年のボール運動は、「ルールや作戦を工夫し、集団対集団の攻防によって仲間と力を合わせて競

































歩数計法 2）3）4）5）を用いることにより、歩数計値（歩 / 分）を経時的に測定して、体育授業過程に伴
う学習者の活動強度の時間的経緯を記録した（図 1）。測定は、授業時間と準備や片付けを含む 48 分
間とした。測定した項目は、累積歩数（歩）からみた体育授業の活動量、各歩数計値（歩 / 分）別の度数
分布（%）と歩数からみた活動パターン（図 2と図 4）、歩数計値からみた活動強度の最大値（歩 /分）（図
6）、であった。
体育授業時間に対する各歩数計値（歩/分）の時間割合（%）は、0歩 /分、1～ 49歩 /分、50～ 89歩 /分、
90 ～ 119 歩 / 分、120 ～ 200 歩 / 分の 5段階、また、各歩数計値（歩 /分）の歩数（歩）は、1～ 49 歩 / 分、
50 ～ 89 歩 / 分、90 ～ 119 歩 / 分、120 ～ 200 歩 / 分の 4段階に区分して演算処理をした。
4段階または 5段階に区分した歩数計値（歩 /分）の表す活動内容は、次のとおりである。0歩 / 分の
ときは、例えば、先生の話を聞いたりして、静止している状態などを表す。1～ 49 歩 / 分のときは、主に、
立ったり､ 座ったりする動作などが含まれる活動など表す。50 ～ 89 歩 / 分は歩く動作が含まれる活動
であり、活動場所の移動なども含まれると考えられる。90 ～ 119 歩 / 分は、サッカーの主運動などで

























図 2は、体育サッカー授業における学習者 30 名の活動量と活動パターンの関係を表したものである。






に示した。静止状態を表す歩数計値（歩 /分）が 0歩 /分となる割合は、17.0（±6.2）%であった。残りの
83.0%の時間は、移動や運動をしていた内容となる。立ったり、座ったりする活動の 1～ 49 歩 / 分の時
間割合（%）は、29.3（±7.2）%であった。移動などの活動の 50～ 89 歩 /分では 17.5（±4.6）%であり、歩行
活動などを伴う運動の 90～ 119 歩 / 分が 15.7（±5.6）%であった。サッカーの練習やゲームなどで走った






る。体育授業時の累積歩数からみた活動量は、静止状態を示す 0歩 /分（r＝ - 0.615, p<0.001）、および
1～ 49 歩 / 分（r ＝ - 0.730, p<0.001）の時間割合（%）との間にそれぞれ統計的に有意な負の相関が認めら
れた。
一方、累積歩数からみた活動量は、3 メッツ以上の活動強度を示す 90 ～ 119 歩 / 分（r ＝ 0.443, 
p<0.05）と 120 ～ 200 歩 / 分（r ＝ 0.893, p<0.001）の時間割合（%）との間にはそれぞれ統計的に有意な正
の相関が認められた。累積歩数からみた活動量は、50 ～ 89 歩 / 分の活動強度の時間割合（%）との間に
有意な相関はなかった。
すなわち、授業時間における活動量は、累積歩数が多いほど、0歩 / 分と 1～ 49 歩 / 分の時間割合








計値（歩 /分）を 4段階の活動強度に区分した。図 4の右には、各歩数計値の歩数（歩）の平均（±S.D.）を表
した。 
図 4 の右に示した、学習者の歩数の平均（±S.D.）は、歩数計値が 1～ 49 歩 / 分となる歩数が 287.3（±
81.9）歩であった。50～89歩/分が581.1（±158.1）歩であった。90～119歩/分は785.4（±281.5）歩であり、
120 ～ 200 歩 / 分が 1,408.3（±612.2）歩であった。90 歩 / 分以上の活動強度の累積歩数 2,193.7 歩が、授







関係があった。すなわち、体育サッカー授業時間における累積歩数は、1～ 49 歩 / 分の歩数との間
には統計的に有意な負の相関が認められた（r＝ - 0.673, p<0.001）、一方、90 ～ 119 歩 / 分（r ＝ 0.442, 
p<0.05）、120 ～ 200 歩 / 分（r ＝ 0.889, p<0.001）の活動強度別の歩数との間にはそれぞれ統計的に有意
な正の相関がそれぞれ認められた。体育授業時の累積歩数は、50 ～ 89 歩 / 分の活動強度の歩数との間
には、有意な相関はなかった（r = 0.228, （n.s.））。
4．学習者の体育サッカー授業時間における活動強度の最大値と活動量の関係












体育サッカー授業の 5段階評価点の平均（±S.D.）は、「協力性」が 3.9（±0.7）点、「楽しさ」が 3.5（±
0.7）点、「積極性」が 3.2（±0.8）点であった。学習者の「協力性」、「楽しさ」および「積極性」の評価点
は比較的高い値であった。
「協力性」と「楽しさ」の評価点の間には、統計的に有意な正の相関が認められた（r ＝ 0.424, 
p<0.05）。サッカー授業では、授業で協力して取り組むことが、「楽しさ」につながり、相関することを
表しているといえる。「積極性」の評価点は、「楽しさ」の評価点との間（r = 0.246, （n.s.））、および「協
力性」の評価点との間（r＝ 0.217, （n.s.））にそれぞれ統計的に有意な相関はなかった。また、体育サッカー






小学校での報告は、授業時間を 40 ～ 50 分とすると、体育授業時の活動量は、次のとおりである。本
研究の小学校高学年と同じ高学年におけるボール運動（ゴール型）体育サッカー授業の活動量は、5年生
の男子が 3,072 歩と女子が 3,189 歩、6 年生の男子が 3,361 歩と女子が 3,078 歩と報告されている 15）、ま
た、バスケットボール授業の活動量は、5年生の男子が 3,424 歩と女子が 3,295 歩、6 年生の男子が 2,917






運動強度にして 3メッツ以上、すなわち活動強度 90 歩 / 分以上の時間割合（%）は、本研究の小学校
体育サッカー授業時間全体の 36.2% であった。活動強度 90 歩 / 分以上の累積歩数は、2,193 歩であり、
授業全体の累積歩数 3,062 歩に対して 71.6% を占めていた。
本研究における小学校体育サッカー授業時の累積歩数は、3メッツの運動強度相当の歩数計値 8）90
歩 / 分以上の時間割合（%）に依存して増加する相関関係が認められた（図 3）。また、同様に、本研究
































ことが で きるようにし、その結果として体力の向上につなが る指導等の在り方について改善を図る 1）」
としている。また、「ボール運動では、集団対集団の攻防によって仲間と力を合わせて競争する楽しさ
や喜び を味わうことが で きる運動で ある 3）」としている。そこで本研究においては、仲間と力を合わせ
て協力できたか（協調性）、楽しく運動に取り組むことができたか（楽しさ）、などの学習者の授業評価が、
体力向上に繋がる活動量との間に関係性があるかを調べた。「協力性」と「楽しさ」の評価点との間には、
有意な正の相関が認められたが（r＝ 0.424, p<0.05）、累積歩数は「協力性」（r = 0.096 （n.s.） ）や「楽しさ」
（r = 0.194 （n.s.） ）の評価点との間に、それぞれ有意な相関が認められなかった。すなわち、学習者が協
力して楽しく取り組むことでサッカー授業時の活動量を増加させるとする仮説は、必ずしも検証されな
かった。しかし、本研究の小学校 6年生男女におけるボール運動（ゴール型）の体育サッカー授業の活動





















2） 体育サッカー授業時間に対する各歩数計値（歩 /分）の時間割合の平均は、0歩 /分が 17.0%、1～
49 歩 /分が 29.3%、50 ～ 89 歩 /分が 17.5%、90 ～ 119 歩 /分が 15.7%、120 ～ 200 歩 /分が 20.5%
であった。
3） 体育サッカー授業時間における各歩数計値（歩 /分）の歩数の平均は、1～ 49 歩 / 分が 287 歩、50
～ 89 歩 /分が 581歩、90～ 119 歩 /分が 785 歩、120 ～ 200 歩 /分が 1408 歩であった。90歩 /分
以上の活動強度の累積歩数は 2,193 歩であり、授業全体の累積歩数 3,062 歩 の 71.6%を占めた。
4） 体育サッカー授業における累積歩数は、3メッツ以上の運動強度に相当する 90 ～ 119 歩 / 分と
120 ～ 200 歩 / 分の時間割合（%）との間にそれぞれ統計的に有意な正の相関が認められ、0歩 /分
と 1～ 49 歩 / 分の時間割合（%）との間には統計的に有意な負の相関が認められた。
5） 体育サッカー授業における累積歩数は、3 メッツ以上の運動強度に相当する 90 ～ 119 歩 / 分と
120 ～ 200 歩 / 分の活動強度の歩数との間にそれぞれ統計的に有意な正の相関が認められ、1～
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